
「食を通じた町おこし」
地域特産品を使った商品企画開発　

株式会社生産者直売のれん会



㈱生産者直売のれん会事業概要



株式会社生産者直売のれん会　事業概要

直営店舗運営事業

コンサルティング事業

海外事業

商品企画開発事業

 2021年3月４日放送　カンブリア宮殿
「1坪ショップの仕掛け人が挑むコロナ禍で

儲かる店」

2015年11月10日放送　ガイアの夜明け
「ご当地ブランド売り出します」

2021年 5月16日放送
　坂上＆指原のつぶれない店

「エキナカでよく見かける超人気店を徹底調査」

価格競争

価値競争

商品に付加価値を
つけることを支援

【メディア実績】

価格競争に陥っていた中小食品製造業支援のために2007年に創業。商品に新たな付加価値づけを
行い、価格競争から価値競争への変換を支援方針としています。



１．直営店舗運営事業（常設店舗：駅ナカ・路面店・道の駅）

駅ナカ・路面店も含めて２６店舗の常設店を展開しております



ミニヨン：ミニクロワッサンの製造直売

【JR池袋駅】 【JR大宮駅】 【JR新宿駅】 【大阪梅田駅】



JR品川駅（菓匠百選）JR新宿駅（菓匠百選） 東京メトロ汐留駅（北海道物産展）

JR川崎駅（ガンダム）

東京メトロ汐留駅（バレンタイン）

駅ナカや百貨店で様々な催事販売を行っております。

直営店舗運営事業（催事販売：駅ナカ・百貨店など）

2021年実績は開催日数1048日、売上3.5憶円。



２．コンサルティング事業

「食」による「地方創生」を推進するために様々な自治体様において「経営戦略立案」から「商品
開発」「販路開拓」までの実践的支援を行ってきました。



【事例】ふくしま満天堂（福島県庁）

震災による風評被害が大きかった福島県の中小製造業のために「ふくしま満天堂」というブランドを作
り、プロモーション活動や販路拡大を支援しております（2018～継続中）



【事例】ふくしま満天堂（福島県庁）

展示会出展

年間売上３５７０万円（弊社管理のみ）



３．商品企画開発事業

生産者様の強みを活かした企画商品の開発、【生産者】×【生産者】のコラボレーションなどにより付
加価値化を図り、新たな販路や顧客層の開拓を支援しています。



【商品開発事例】ムーミンバレーパーク



【三笠メロンクリームパン】

【商品開発事例】ブランド×コラボレーション

三笠メロン × 八天堂

【山武いちごプリン】

山武市いちご × Tierra Desert

【電気ブランレーズンサンド】

神谷バー × 製菓川喜多

【edocco in Tokyo】

人形焼き × 八天堂



福井県美浜市おみやげパンフレット 八天堂季節限定商品

宮城県山元町
いちごクランチ

木の屋石巻水産
くじらのアヒージョ

FUJISAN VIEW
EXPRESS BEER

　浅草サンド

道の駅平田
ハバネロ味噌 神津島クラフトビール Angie

【商品開発事例】　デザイン



復興支援居酒屋
ヒガシノマグロ

那須りんどう湖
レイクビュー

福島県　ふくしま満天堂

【商品開発事例】　デザイン（ロゴ・ブランディング）



香港最大級の国際総合食品見本市「香港 Food Expo 2019」において

輸出事業に初めて取り組む生産者を中心にとした 25社の

「①展示コーナーの企画・運営」 、 「②カタログ作成」  、「③成約支援」「④輸出業務支援」業務を受託しました。

４．海外事業　中小食品製造業の海外展開支援　

JETROからの受託事業「海外商談会運営支援」



英文・中文の商品カタログ作成　

４．海外事業　中小食品製造業の海外展開支援　



㈱生産者直売のれん会が提供する
「食を通じた町おこし」ソリューション



食を通じた地域おこし　『食べ興しニッポン』とは

「【地方創生】の〝種“は地域に眠っていると思うのだがなかなか上手に活かせていない」

そんなご相談を自治体様からいただくことが増えています

人口減少、少子高齢化、農家の後継者不足、等々、【地方創生】として取り組むべき課題は多種多様で複雑ですが、
我々は「食による地域特産品のブランド化」が、様々な課題を好転させる【センターピン】になり得ると考えています。

「〝食“と〝観光”は足し算ではなくて掛け算の相乗効果がある」と言われるように
「地域特産品のブランド化」と「観光振興策」で１つの大きな戦略で推進できれば、より高い効果が期待できます。

生産者直売のれん会では【地方創生】の〝種 “を活かす
「商品戦略立案」から「商品開発」「地域への浸透」「プロモーション」まで実践的な支援を行っています。

1次産品ブランド化

３次産業の活性化

雇用の創出

２次産業の活性化

１次産業者の所得向上 交流人口の増加

雇用の創出

① 地域の力を結集し

【着火】させる

② 【着火】した火を地域全体の活性化に波及させる戦略を推進する



地域特産品のブランド化には地元への浸透が最重要！

基本戦略　

宮崎特産品マンゴー「太陽のタマゴ」成功の理由

１．優れた商品力

２．優れたネーミング

３．東国原英夫県知事による県外プロモーション

４．地域住民への認知度徹底

地域向けプロモーション
による関心喚起

地域住民がわが町の特産品
として認知する

贈答用として県外に送付 大ヒット商品に！



地域住民に浸透するための商品開発戦略

１．地域特産品が使われていること

２．美味しいもの

３．地域住民の関心喚起を高める仕掛け



商品開発事例➀　「地域住民参加型商品開発」

地域特産品を使った料理コンテスト（長崎県壱岐市）

地域における特産品開発活動の認知と参画意識を高めるため『料理コンテスト』を開催

長崎県壱岐市では「その場で食べられるワンハンド料理」というテーマで募集したところ、

52のアイデアが集まり、優秀なアイデアの商品化が決定!
本企画は地元メディアにも取り上げられた。

優勝した一支国カキバーガー
地元での販売の他、壱岐市のフェリー乗
り場や福岡の百貨店等で催事販売



登録数50万人超のイタリアン専門の大人気
Youtuber。北海道の生産者の商品を素材にワ
インに合うメニューを開発。メニューはイベントで
実際に販売され横浜で開催されたイベントでは
1２0万円の売上

商品開発事例②　「商品力を高める有名シェフ等とのコラボレーション」

人気youtuberによるメニュー開発事例（北海道）

　ファビオシェフ



㈱生産者直売のれん会が運営するクッキングスクール「ハッピークッキング」

料理テーマに合わせて、有名店シェフ、人気
パン店のオーナー、料理系Youtuberなど、そ
の道の著名な専門家が講師となる企画型クッ
キングスクール
様々な分野の講師と契約しており、人気の講
義は20分で完売する。

https://www.happycooking.jp/



和洋中・パティシエ等様々な
分野のスペシャリスト

２４６名

登録

㈱生産者直売のれん会が運営するクッキングスクール「ハッピークッキング」



商品開発事例③　「商品力を高める有名メーカーとのコラボレーション」

スイーツパンで有名な八天堂とのコラボレーション（北海道三笠市）

北海道メロン発祥の地と言われている三笠市、隣の市である夕張メロンのブランド化成功
の陰で価格は下がり、年々栽培面積縮小の状況に。 「三笠メロン」ブランドの価値向上を
図るために八天堂とのコラボレーションによる「三笠メロンクリームパン」を開発

首都圏向け戦略商品として開発

首都圏ターミナル駅で販売
（品川、秋葉原、東京、池袋等）

本取組みが「地域特産品ブランド化支援」 

として『ガイアの夜明け』で紹介 



商品開発の背景や商品の特色などを説明するプロモーション動画を企画・構成から制
作します

プロモーション事例➀　プロモーション動画の制作



北海道生産者支援
首都圏消費者への認知度拡大のための

プロモーション兼販売活動

JR大宮駅エキナカ催事
北海道ワインバル
～北海道産ワインとチーズフェア～
【令和5年9月開催】

プロモーション事例②　駅ナカ地域プロモーションイベント開催

㈱生産者直売のれん会の最も強みである駅ナカにて地域プロモーションや催事販売会を
実施できます。JRをはじめ首都圏ほぼ全ての私鉄にて開催可能です。



28

駅ナカプロモーションの有効性

圧倒的通行量！・圧倒的広告効果！　　

新橋・汐留駅
104万人

池袋駅
268万人

東京駅
115万人

秋葉原駅
77万人

※乗降客数2021調べ（JR・私鉄合わせ）　

改札前・乗り換え口など通行量の多い場所で開催するため広告効果も絶大！　

圧倒的利便性！　

駅ナカは「わざわざ行く売場」ではなく「通り道・ついでに行く場所」
ターゲット層は通勤で使用しているので気軽に立ち寄りやすく大きな集客が見込める

※㈱生産者直売のれん会実績　

日商102万円 日商60万円

【JR秋葉原駅】2021年11月

日商200万円

【JR大宮駅】2021年11月 【武蔵溝ノ口駅】2021年11月 【JR新宿駅】2022年1月

日商160万円

プロモーション事例②　駅ナカ地域プロモーションイベント開催

テストトライアルの場としても最適！　

駅ナカ催事は商品者に関心喚起しやすく売上も高い。首都圏の消費者に開発した商品を試してもら
うためには絶好の会場



横浜みなとみらい東急スクエア
北海道フードフェス2023
～ワインとチーズと肉祭り～
【令和5年10月開催】

開催した2回の催事イベントの売上約４００万円、来場者数19,000人超

プロモーション事例③　プロモーションイベント開催

北海道生産者の
首都圏消費者への認知度拡大のための

プロモーション兼販売活動

地域への浸透・首都圏消費者への認知度向上を図るために調理した商品をその場で味わえるイベント
開催も行っています。


